
　請願者である協議会については、
議会において請願が採択されたこ
とから、市では協議会の経緯など
の確認を行うことは考えていない。
しかしながら、今後も路線バスの
運行予定事業者のみならず、必要
に応じて協議会からの聞き取りも
行っていく。

　誰もが気持ち良く選挙ができる
ように、その人の特性に応じた対
応が必要であるが、高齢や障がい
により、投票に困難を伴う方への
配慮はどのようになっているか。
また、行政区の集会所を投票所と
してお借りしている会場でバリア
フリー化を検討できないか伺う。

　各投票所では、点字器等の備品
を備え、高齢者や障がいをお持ち
の方が投票しやすいよう、投票環
境の向上に努めている。施設の改
修等を選挙管理委員会が行うこと
は難しいが、誰もが投票しやすい
環境を構築するため、行政区への
相談を含め、検討していく。

問 投票環境向上の取組を 答 誰もが投票しやすい
環境を確保していく

　「ベビーベッド貸出事業」を利
用する条件は、市内に住所を有し、
０歳児を養育する保護者に限られ
るが、里帰り出産をする方を「関
係人口」と捉え、貸出を拡充でき
ないか。また、本庁舎１階に、待
ち時間に利用できるキッズコーナー
の設置ができないか伺う。

　ベビーベッド貸出事業拡充は、
市の子育て世代を広く支援する姿
勢をアピールし、イメージアップ
が定住を促すことにもつながるの
で、条件の整備等を検討する。ま
た、キッズコーナーは、子どもが
安全に楽しく過ごせることは大切
なので、関係課等と調整する。

　温暖化による猛暑のなか、ウク
ライナでの戦争もありＬＮＧ※や石
油の入手が困難となり電力が逼迫
した。小中学校には空調が設置さ
れているが十分に利用できている
のか。電力逼迫を気にせず利用で
きるように太陽光パネルを設置し
地産地消を進めたらどうか。

　良好な教育環境を保つためには、
安定した電力の確保が必要である。
小学校２校で太陽光パネルを設置
しているが、導入費用を回収する
には時間を要し、設備設置の課題
となっている。今後の学校施設の
改修や改築に合わせ設置について
検討していく。

問 電力の逼迫に対して 答 施設改修時に太陽光
パネルを検討する

　保育は、質の向上を考える段階
となった。今まで、保育サービス
を受けられなかった『医療的ケア
児』。就業時間の都合で、開所時
間に間に合わない方。病気や冠婚
葬祭などで、休日保育や一時保育
が必要な方などへの保育サービス
の提供を考える時ではないか。

　これまで医療的ケア児の保育所
入所に関する相談は寄せられてい
ないが、個々の事例に応じ、関係
機関と連携体制の構築に努める。
　多様な保育のありかたと量の課
題には、待機児童の解消を最優先
としつつ、公私立保育所の共通課
題として、協議を行っていく。
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問 保育の質の向上を 答 多様な保育について
協議を進める

　都市計画道路白岡篠津線は、県
道間のバイパスとして県道認定の
要望が必要と考えるがいかがか。
また、県道白岡停車場南新宿線と
の取付部の丁字路について、早急
な信号機設置を求めるが考えを伺
う。

　県道の認定は、道路法第７条の
規定により実現は難しいと思われ
るが、埼玉県へ要望を行っていき
たい。また、信号機は、久喜警察
署から、交差点に歩行者の信号待
ちの滞留場所が無いことから、設
置は難しいと伺っている。対応を
地元行政区長と相談していく。

問 都市計画道路白岡篠津線
の現状について 答 関係機関等に要望や

相談を行っていく

　白岡駅は利用客数がある程度順
調に推移している状況であるにも
関わらず、一部時間帯の駅員不在
は変わらず、不便な状況が続いて
いる。駅員は単に案内係ではなく、
駅構内の安全点検の役割もある。住
民の安全確保のためにも駅員の再
配置を強く要望すべきではないか。

　改札係員不在時間帯の短縮及び
改札係員不在時の安全対策の充実
については、ＪＲ宇都宮線整備促
進連絡協議会の活動を通じ、要望
してきた。駅を利用している市民
の安全と利便性に関わる問題であ
るので、今後も継続して要望して
いく。

問 白岡駅の駅員不在の
問題について 答 駅員不在時間帯短縮等の

要望をしていく

　路線バスが７月１日より運行が
開始された。２路線の運行だが東
伸団地線は乗車人数が非常に少な
い。業者としては赤字のままの運
行は厳しいとのことである。この
路線はコミュニティバスの色合い
が強いので市として何らかの補助
が出ないか伺う。

　当該路線は、運行開始から日が
浅い状況であることから、現在の
ところ、運行経費の補てんは考え
ていない。市では、バス購入に対
する助成や事業運営に協力するた
めの積極的な周知を行っている。
今後も引き続き利用促進に向けた
取組を実施していく。

問 路線バス運行後の状況と
支援について 答 利用促進に向けた取組を

実施していく

　土曜日や日曜日の学校開放時に
使用する道具や設備、その中に使
用できない物があると保護者より
相談がある。使用できない物を無
理に使用し事故が発生する場合も
ある。これらの道具や設備の点検
や修理は誰が行うのか伺う。

　施設の鍵の管理や物品等の購入、
修理などを学校開放運営委員会に
委託しており、学校開放運営委員
会が対応できない設備の修理、点
検については、市教育委員会が行
っている。今後も、利用団体が安
全で快適に利用できるよう、道具
や設備を適切に管理していく。

問 学校開放時の
道具や設備について 答 適切に管理していく

斎藤信治 議員
（WAKABA）

中山廣子 議員
（公明党）

ひっぱく

問 子育て世代に
寄り添う取組を 答 貸出の拡充の検討と

設置の調整をする

※ＬＮＧ…液化天然ガス
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